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研究成果の概要（和文）： 本研究では，多くのWeb検索エンジンが検索結果の表示形式に

とらわれず，Web データに対する情報検索における新しい検索結果の形式を Web 文書間

のリンク構造，Web文書内の文書構造，そして利用者が入力する情報要求から算出される

索引語の重みにより決定する方法の提案を行った． 

 本研究の成果は二つあり，一つは索引語の重みを正確かつ高速に再計算可能なアルゴリ

ズムの提案，もう一つは誰もが容易に使用可能な情報アクセス機構の開発を行ったことで

ある．その結果，索引語の重み再計算コストを約 64%に減らすことができ，またどの文書

のどの部分に利用者の情報要求を満たす部分が存在するのかを判断できる有用なツールと

なり得ることが判明した．さらに，ドメイン内検索においてはこのような提示形式が非常

に有効に機能することが判明し，本研究を行う意義は十分にあったということができる． 

 

研究成果の概要（英文）： Current Web search engines are usually return a search result 

as a list of Web pages. In this study, however, we try to propose a novel method for 

indicating “Information Unit” as a new search result of the Web search engines. 

The research outcome of this study is composed of two parts. One is an efficient 

algorithm for calculating weights of index terms in Web pages. This has only a small 

effect in the time cost. The other is an information access tool which can help users to 

access and understand information sources easily. As a result, it can be said that we 

can perform this highly meaningful research in the research field of developing an 

efficient and effective search engine.  
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１．研究開始当初の背景 

 Web 検索エンジンを支える要素技術は，

検索エンジン開発当初のような URL のリ

スト表示だけではなく，その隣にスニペット

をも表示されるようになるなど，利用者の要

求に耐えうるものになりつつある．しかしな

がら，検索結果として検索エンジンから表示

されるものは，未だ該当 Web 文書に関する

データが単にリスト形式で表示されたもの

であるため，利用者はそれぞれの Web 文書

に一つ一つアクセスすることによって利用

者自身が欲している情報かどうかを判断し

なければならない． 

このような形式では，それら Web 文書の

どの部分が利用者の欲している情報なのか

を利用者自身が瞬時に把握することが難し

く，特に末端利用者にとって検索エンジンの

使いにくさを感じる大きな原因の一つとな

っている点は否めない．このような末端利用

者が感じる検索エンジンの使いにくさは，多

かれ少なかれ，検索エンジン開発者は誠実に

対処していかねばならない問題である． 

 

２．研究の目的 

本研究では，多くの Web 検索エンジンが

検索結果の表示形式として採用している「検

索結果＝Web文書のリスト」という従来の枠

組みにとらわれず，Web データに対する情

報検索における新しい検索結果の表示形式

である情報単位を，Web 文書間のリンク構

造，Web 文書内の文書構造，そして利用者

が入力する情報要求から算出される索引語

の重みにより決定し，それらを元に表示する

方法の提案を行う． 

この提案により，Web 検索エンジンの検

索結果の表示形式は「検索結果＝情報単位の

リスト」となり，従来の Web 検索エンジン

のように利用者の情報要求に合致する情報

を得るために複数の Web 文書を何度もアク

セスする必要がなくなる．したがって，これ

まで以上に利用者に使い易い Web 検索エン

ジンを提供することができるようになるこ

とが期待される． 

 

３．研究の方法 

 研究期間の一年目は手始めとして「検索結

果＝情報単位のリスト」という形式を追求す

るために，情報単位の重要度計算アルゴリズ

ムの開発を行った．二年目はリスト形式によ

る表示よって利用者が抱える問題の一つで

ある検索結果の見通しの悪さを解決するた

めの提示手法として，クエリとして入力され

た内容に合致する部分をハイライト表示す

る方法の提案を，そして最終年度は前年度の

提案を実際の Web 検索システムに実装し，

実運用に耐えうるものかどうかの評価実験

を行うことで，遂行するに値する研究を行っ

てきたかの評価を行った． 

 

４．研究成果 

 「検索結果＝情報単位のリスト」という新

しくかつ複雑な表示形式を使用する以上，検

索対象となる Web 文書数が膨大になるこ

とは必然的である．そのため情報単位ごとの

索引語の重み計算や新しい Web 文書の追

加による索引語の重み再計算には，非常に大

きなコストがかかるという問題が生じる．本

研究の遂行により，従来の計算手法と比較し

て索引語の重み計算に要する時間コストは

約 64%にまで軽減されたが，それでも検索精

度が若干低下するなど未だ解決出来ていな

い問題も残っている．この根本的な問題の解

決には一台の計算機ですべてを処理するの

ではなく，分散問合せ処理化することによる



高速化が今後必要となってくる． 

その一方で，提案した情報単位表示方式に

より，入力したクエリキーワードを基準とし

て Web テキスト上に着目すべき部分がハ

イライト表示されるようになったため，末端

利用者であってもどの文書のどの部分に利

用者の情報要求を満たす部分が存在するの

かを容易に判断できるようになり，容易な情

報アクセスのための有用なツールとなり得

ることが明らかになった． 

さらに，このような提示形式を使用できる

ような場面として，例えばある組織内だけで

公開されている Web 文書，すなわちその組

織内 Web 文書の検索をするというドメイ

ン内検索のような場面においては，非常に有

効に機能することも判明し，本研究を行う意

義は十分にあったということができる． 
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